
 
ニュースレポート 

令和５年４月１２日 

 

報 道 機 関  各 位 

文化財課 文化財係   

 

 

タイトル  赤穂市文化財調査報告書の販売開始について                    

 

下記のとおり報告いたしますのでよろしくお願いいたします。 

 

行事・事業名 

 

 赤穂市文化財調査報告書の販売開始について 

 

日  時 

 

 令和５年４月１０日～ 

 

場所・住所 

 

 赤穂市教育委員会・赤穂市立有年考古館 外 

趣旨・目的（ＰＲしたいこと） 

 

 このたび、赤穂市教育委員会では文化財調査報告書として、『有年考古』第 10号 

及び『みかんのへた山古墳群発掘調査報告書』を刊行・販売開始いたしました。 

 『有年考古』第 10号は、令和３年度に赤穂市立有年考古館で開催した企画展・特 

別展の内容を、一般市民向けに解説したものとなっています。 

 『みかんのへた山古墳群発掘調査報告書』は、赤穂市坂越に所在する兵庫県指定史 

跡のみかんのへた山古墳の発掘調査成果をまとめたもので、地域の歴史を知るうえで 

必須の資料となるものです。 

 販売価格・販売場所については、別紙の資料を御参照ください。 

問い合わせ先 

部課係名：教育委員会文化財課文化財係 

担当者名：山中良平 

電 話：０７９１－４３－６９６２   内線（２３２６） 

F A X：０７９１－４３－６８９５ 

〇添付資料（有・無） ○ホームページへの掲載（有・無） 〇議会報告（有・無） 

AKO CITY 

赤穂市 



 
『有年考古 第１０号』の発刊及び販売について 

 

１ 名  称  『有年考古 第１０号』－赤穂市立有年考古館年報（令和３年度）－ 

 

２ 販売部数  ２００部（発行部数７００部） ※販売以外の５００部は全国の関係機関へ
寄贈 

 

３ 販売開始  令和５年４月１０日（月）より販売中 

 

４ 販売場所  赤穂市立有年考古館         （ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７９１－４９－３４８８） 

赤穂市教育委員会文化財課文化財係         （ＴＥＬ：０７９１－４３－６９６２ ＦＡＸ：０７９１－４３－６８９
５） 

 

５ 販売価格  １部 ３５０円 

 

６ 内  容  ①総頁数  ９６ページ  ②編集・発行 赤穂市立有年考古館・赤穂市教育委員会  ③発行日 令和５年３月３１日  ④概 要   本書では、赤穂市立有年考古館の令和３年度の展示・研究活動をまとめています。   有年地区の土地区画整理事業に伴う発掘調査成果を紹介した展示「発掘された有年－区画
整理事業に伴う発掘調査の成果－」、赤穂市が所蔵する絵図・古地図を紹介した「EZU～む

かしの赤穂めぐり～」、創設者である松岡秀夫氏の生家が営んでいた染物屋の形紙を紹介した

「染の形紙－紺屋・松岡家－」の展示内容を紹介しています。また播磨地区各地の前方後円

墳を網羅的に紹介した特別展「播磨の前方後円墳～古墳からみた王の時代～」の展示内容も

掲載し、写真と分かりやすい展示解説文で、一般向けの展示解説書となっています。   また論考として、「有年の草履づくり」を掲載。有年地区に伝えられていた草履について調
査を行い、その作り方や使い方を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

『みかんのへた山古墳群発掘調査報告書』の発刊及び販売について 

 

１ 名  称  『みかんのへた山古墳群発掘調査報告書』 

 

２ 販売部数  ２００部（発行部数７００部） ※販売以外の５００部は全国の関係機関へ
寄贈 

 

３ 販売開始  令和５年４月１０日（月）より販売中 

 

４ 販売場所  赤穂市教育委員会文化財課文化財係         （ＴＥＬ：０７９１－４３－６９６２ ＦＡＸ：０７９１－４３－６８９
５） 

赤穂市立有年考古館         （ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７９１－４９－３４８８）         赤穂市立歴史博物館         （ＴＥＬ：０７９１－４３－４６００ ＦＡＸ：０７９１－４５－３５０
１） 

 

５ 販売価格  １部 ８００円 

 

６ 内  容  ①総頁数  ２１６ページ  ②編集・発行 赤穂市教育委員会  ③発行日 令和５年３月３１日  ④概 要   坂越・小島地区に所在するみかんのへた山古墳は、今から約 1,600年前の古墳時代中

期に築かれた直径 28ｍの円墳で、海に面した特徴的な立地の古墳として、兵庫県指定史

跡に指定されています。   報告書では、史跡保護のために実施された発掘調査の成果をまとめています。調査で
は、古墳の形状や表面に葺かれた葺石の状況が明らかになったほか、幅 3.5ｍ長さ 7.0ｍ

という大きな墓穴が確認され、古墳の内容が明らかになりました。 

また、古墳の頂上に立て並べられていた埴輪（家形・盾形・円筒埴輪）や、副葬品の

一部と考えられる鉄製の短甲片（鎧の破片）などが出土し、古墳に葬られた人物とヤマ

ト政権との繋がりの深さなども明らかになりました。報告書では、こうした発掘調査成

果を紹介しています。 

 

 


